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3月14日、合金中学校卒業式でのーコマ。

力メラを向けると、すかさずハイポーヌ。

合年は93人が卒業し、

新だな進路へと旅立ちました。



平成13年度予算

94億2，042万円
6億7，444万円の減

総額
対前年

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
「
ひ
ま

わ
り
」
は
設
立
か
ら
1
年
を
経
過

し
、
「
せ
せ
ら
ぎ
」
を
拠
点
に
活
動

を
重
ね
、
現
在
、
引
個
人
と
3
団

体
が
登
録
し
、
そ
の
輸
が
一
輪
一

輪
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

北
海
道
医
療
給
付
事
業
は
、
平

成
同
年
同
月
か
ら
所
得
制
限
が
導

入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
「
重
度

心
障
者
」
「
母
子
」
「
乳
幼
児
」
の

医
療
費
助
成
に
児
童
手
当
な
ど
国

の
各
種
福
祉
手
当
に
準
拠
さ
れ
ま

す。
第
引
回
北
海
道
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
、
平
成
凶
年
2
月
に
道

南
で
初
め
て
本
町
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ア
ル
ペ
ン

と
歩
く
ス
キ
ー
に
3
0
0
人
ほ
ど

の
選
手
・
引
率
者
の
参
加
が
見
込

ま
れ
、
体
育
協
会
を
は
じ
め
町
民

一
体
と
な
っ
た
受
入
体
制
を
構
築

し
、
成
功
に
向
け
万
全
を
期
し
て

い
き
た
い
。

健
康
づ
く
り
事
業
で
は
、
介
護

予
防
、
痴
呆
予
防
、
更
に
生
活
習

慣
改
善
事
業
に
重
点
的
に
取
り
組

引
世
紀
に
お
い
て
活
力
あ
る
豊

か
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
地
域
に
夢
が
あ
り
地
域
か
ら

元
気
が
出
る
社
会
に
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

第
4
次
今
金
町
総
合
計
画
の
策

定
に
あ
た
っ
て
は
、
幅
広
い
ご
意

見
・
ご
提
言
を
受
け
、
時
代
が
人
を

つ
く
り
、
人
が
時
代
を
つ
く
り
あ

げ
る
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

H

人
μ

を
核
と
し
た
考
え
の
も
と
、
グ
人

と
人
心
織
り
な
す
物
語
u

と
い

う
町
づ
く
り
の
目
標
を
定
め
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

町
民
が
助
け
合
い
、
知
恵
を
出

し
合
っ
て
、
地
域
の
自
立
に
向
け

て
取
り
組
む
、
そ
し
て
皆
が
「
安

心
し
て
生
活
出
来
る
地
域
社
会
づ

く
り
」
を
目
指
す
た
め
の
ま
ち
。
つ

く
り
の
め
あ
て
を

「
自
然
と
共
生

し
、
心
身
豊
か
な
人
を
育
み
幸
せ

を
追
求
す
る
ま
ち

e
つ
く
り
」
「
参

加
と
連
携
、
連
帯
と
協
働
で
取
り

組
む
意
欲
と
挑
戦
の
ま
ち
づ
く

り
」
「
自
治
と
平
和
を
掲
げ
、
愛
を

力
に
未
来
の
子
ら
に
引
き
継
ぐ
ま

ち
。
つ
く
り
」

と
し
て
『
み
ん
な
で

潜
ぎ
だ
そ
う
今
金
し
あ
わ
せ

丸
』
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲

a 

4・
げ
、
新
し
い
時
代
を
拓
く
計
画
の

具
現
化
に
向
け
た
推
進
を
行
う
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

第
3
m
m行
政
改
憲
へ
の

取
り
組
み

地
方
分
権
の
時
代
に
適
応
し
た

新
た
な
行
政
改
革
を
推
進
す
る
た

め
「
自
ら
考
え
・
自
ら
改
革
す

る
!
」
を
テ
l
マ
に
、
昨
年
実
施

し
た
「
職
員
l
人
l
提
案
」
の
内

容
と
そ
の
検
討
結
果
の
報
告
誕
び

に
推
進
本
部
事
務
局
に
よ
る

「職

場
か
ら
の
提
案
」
の
内
容
を
ま
と

め
た
報
告
書
等
が
推
進
本
部
に
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

抱
方
期
政
の
獄
混

本
年
度
は
、
国
の
地
方
財
政
対

策
の
見
直
し
に
よ
り
交
付
税
総
額

が
8
年
ぶ
り
に

5

%
の
減
と
な

り
、
こ
れ
ま
で
交
付
税
特
別
会
計

の
借
り
入
れ
で
賄
っ
て
き
た
財
源

不
足
の
内
、
地
方
負
担
の
半
分

を
、
地
方
自
治
体
が
自
ら
臨
時
財

政
対
策
償
(
平
成
日
年
度
1
何
年

度
)
を
発
行
し
穴
埋
め
を
す
る
措

置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、

財
政
事
情
に
あ
っ
て
は
、
極
め
て

厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い
る
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

今
後
の
行
政
需
要
に
対
す
る
柔

環
噂
衛
生

咋
年
か
ら
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
法
が
施
行
さ
れ
、
今
年
4
月
1

日
か
ら
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が

施
行
さ
れ
ま
す
。

北
部
槍
山
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合

で
も
昨
年
4
月
か
ら
、
資
源
ご
み

の
分
別
収
集
を
始
め
、
リ
サ
イ
ク

ル
に
対
す
る
意
識
が
年
々
高
ま
っ

て
来
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
ご
み
の
発
生

・
排
出

抑
制
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
地

域
住
民
へ
の
普
及
啓
発
を
積
極
的

に
進
め
る
と
と
も
に
、
北
部
槍
山

衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
環
境
に
優
し
い
町
づ

く
り
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

島
第
振
興

個
々
の
農
家
経
営
安
定
を
基
本

と
し
て
、
各
種
の
農
業
振
興
事
業

と
土
地
基
盤
整
備
等
の
事
業
問
調

整
機
能
を
よ
り
綿
密
に
高
め
て
い

く
こ
と
が
最
重
要
課
題
で
あ
り

農
林
業
の
活
性
化
・
振
興
に
向
け

た
総
括
的
な
取
り
組
み
の
必
要
性

を
感
じ
、
各
関
係
機
関
と
の
連
携

軟
性
を
損
な
う
こ
と
が
な
い
よ
う

健
全
財
政
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
り
、
簡
素
合
理
化

や
経
費
の
節
減
な
ど
一
層
の
改
善

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

第

4
m
e金
町
総
信
計
画

基
本
構
想
が
策
定
さ
れ
、
こ
れ

に
基
づ
く
基
本
計
画
、
実
施
計
画

を
作
成
。
今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計

画
実
施
を
進
め
ま
す
。

地
鼠
爽
遇

平
成
同
年
度
か
ら
地
方
パ
ス
路

線
事
業
の
参
入
・
撤
退
規
制
が
緩

和
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
・
道
は

地
方
バ
ス
路
線
維
持
対
策
補
助
制

度
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
ま

す。l
T
の
普
及

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
等
の
パ

ソ
コ
ン
操
作
の
基
礎
的
な
技
能
修

得
の
た
め
の
講
習
会
を
行
い
普
及

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

消
防
、
防
災
対
策

北
海
道
消
防
操
法
大
会
に
、
槍

山
管
内
を
代
表
し
て
今
金
町
消
防

団
が
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
出
場

す
る
こ
と
か
ら
、
大
会
出
場
経
費

及
び
団
員
の
特
別
訓
練
を
実
施
い

た
し
ま
す
。

地
方
税
制

平
成
日
年
度
地
方
税
制
改
正
案

• • 
を
も
と
に
既
存
の
各
種
農
林
畜
産

振
興
に
関
す
る
協
議
会
等
の
再
編

に
よ
り
本
町
の
農
林
業
関
係
施
策

の
一
元
化
を
図
る
た
め
今
金
町
農

林
業
振
興
会
議
設
置
条
例
を
提
案

し
て
い
ま
す
。

米
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
平
成

凶
年
同
月
末
の
在
庫
数
量
を
1
2

5
万
ト
ン
程
度
に
縮
減
す
る
た
め

の
緊
急
総
合
米
対
策
が
決
定
さ

れ
、
平
成
同
年
度
生
産
調
整
面
積

を
含
め
た
転
作
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
配
分
面
積
は
、
I
，

2
5
8
・

5
M
(
加
工
米
面
積
約

ω凶
、
実

績
算
入
問
加
)
で
、
生
産
者
へ
の

配
分
方
針
に
つ
い
て
は
、
今
金
町

産
業
振
興
会
議
に
お
い
て
決
定
し

て
い
ま
す
。

今
金
町
農
業
振
興
計
画
は
本
年

度
が
最
終
年
次
で
あ
り
、
第
5
次

の
今
金
町
農
業
振
興
計
画
(
平
成

H
i平
成
時
年
)
の
策
定
に
向
け

取
り
進
め
て
い
き
ま
す
。
策
定
に

当
た
っ
て
は
、
町
・
農
協
・
生
産

者
一
体
と
な
り
、
今
金
町
農
業
の

可
能
性
を
求
め
る
指
針
と
な
る
こ

の
う
ち
、
個
人
住
民
税
で
は
、
土

地
等
の
譲
渡
益
課
税
の
特
例
及
び

特
定
居
住
用
財
産
の
質
替
え
等
の

場
合
、
譲
渡
損
失
の
繰
越
控
除
の

特
例
に
つ
い
て
各
々

3
年
間
延
長

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

固
定
資
産
税
で
は
、
高
齢
者
世

帯
向
け
の
賃
貸
住
宅
に
対
す
る
減

額
措
置
及
び
被
災
住
宅
用
地
に
係

る
特
例
措
置
が
各
々
創
設
さ
れ
ま

す
。
特
別
土
地
保
有
税
の
徴
収
猶

予
制
度
の
拡
充
、
個
人
住
民
税
に

お
け
る
株
式
等
譲
渡
益
課
税
の
申

告
分
断
一
本
化
の
延
期
及
び
商
品

先
物
取
引
に
よ
る
所
得
に
対
す
る

個
人
住
民
税
の
申
告
分
隊
課
税
制

度
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

保
健
・
福
祉
の
揺
進

高
齢
者
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、

施
設
を
「
豊
寿
園
」
・

「と
し
べ

つ
」
、
在
宅
を

「社
会
福
祉
協
議

会
」
が
担
い
、
こ
れ
ま
で
の
「
扶

助
・措
置
と
い
う
福
祉
」
か
ら
「
自

立
と
連
携
・
支
え
合
い
に
よ
る
福

祉
」
へ
と
大
き
く
変
わ
り
順
調
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
敬
老
金
支
給
事
業
」
「
福
祉
灯

油
扶
助
事
業
」
「
高
齢
者
温
泉
施

設
利
用
事
業
」
の

3
事
業
の
見
直

し
を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

(
詳
し
く
は

8
・
9
ペ
ー
ジ
参
照
)

〕n，L 〔
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む
と
と
も
に
、
検
診
事
業
に
は
新

た
に
前
立
腺
が
ん
を
取
り
入
れ
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
母
子
保
健
計
画
の
改
定

年
に
当
た
り
、
多
く
の
町
民
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
、
よ
り
よ
い
計

画
を
策
定
し
た
い
と
考
え
て
い

す。児
童
福
祉
・
児
童
保
育

少
子
化
対
策
臨
時
特
例
交
付
金

を
活
用
し
、
緊
急
時
に
お
け
る

二
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
や

幼
少
年
を
対
象
と
し
た
「
芸
術
鑑

賞
事
業
」
等
を
展
開
し
て
い
き
ま

す。
へ
き
地
保
育
所
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
の
入
所
児
童
が
お
人
の
見

込
み
で
す
。
特
に
八
束
へ
き
地
保

育
所
に
あ
っ
て
は
、
入
所
が
7
人

の
見
込
み
で
あ
り
、
今
後
も
多
く

の
入
所
児
童
が
見
込
め
な
い
こ
と

か
ら
、
関
係
自
治
会
の
理
解
の
下

で
、
鈴
金
へ
き
地
保
育
所
に
統
合

す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し

た。

と
を
目
指
し
て
行
き
た
い
。

本
町
の
農
業
は
安
全
、
良
品

質
、
良
食
味
農
畜
産
物
の
生
産
拡

大
を
図
る
た
め
に
、
土
地
基
盤
整

備
を
は
じ
め
、
心
土
破
砕
に
よ
る

表
面
水
の
排
除
を
図
る
と
と
も
に

畑
作
物
等
に
お
け
る
輪
作
体
系
の

確
立
、
緑
肥
作
物
の
作
付
け
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

農
用
地
を
航
空
写
真
に
よ
る
デ

ジ
タ
ル
オ
ル
ソ
画
像
の
作
成
及
び

土
地
地
番
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
地

図
情
報
を
一
本
化
す
る
た
め
の
基

礎
デ
l
タ
l
を
作
成
し
、
農
業
振

興
等
に
活
用
す
る
た
め
農
村
振
興

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
デ
l
タ
l
整

備
事
業
を
行
い
ま
す
。

畜
産
蜘
議
振
興

酪
農
・
肉
用
牛
生
産
は
、
耕
地

の
有
効
利
用
と
低
コ
ス
ト
自
給
飼

料
の
生
産
向
上
や
酪
農
振
興
支
援

対
策
、
新
酪
農
へ
ル
パ

l
事
業
、

畜
産
機
械
共
同
化
推
進
事
業
を
実

施
し
、
畜
産
農
家
の
コ
ス
ト
削
減

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

林
業
に
つ
い
て
は
、
緑
豊
か
な

E1122万円】l
一般会計 ・'"憧1:1I1l:1lI万円.

(前年封比企6憧flIWI万円，.

特別会計合計 a憧!AlIilI万円.

(前年対比企8憧UI!Im万円，.

国保事業(位康保障1・ . 

lIIl憧rlIW!I万円・

(前年対比企-万円，.

1人保健事業 8億-万円.

，前年封比企~万円，.

E介護保障事業 5憧-万円.

(前年対比企-万円，.

E介護老人保健施設 3億r.oi:lol万円.

，前年封比，....万円，.

E国保施段(国保晴院)ー-・・ -

Eトー ・ 8憧iIW!l万円.

(前年封比企3憧-万円，.

E簡易水道事業 1憧[.11.101万円.

，前年封比企ml万円，.

E公共下水道事業ー 6憧4，006万円.

(前年封上I~億-万円.

-一般会計内訳 1 
1歳出
.公債酉ーー・・・ 0・・ 8憧-万円 目

δ民生白・・ー-・・・ 8憧lIIlBI万円 目

。総務費 ・・ーーー7憧l;II;lj;I万円 E

O軸育盟 ・6憧l'lIHlI万円 目

。土木置 ・・・-・5億-万円目

。衛生賢・..・ 5憧-万円E

O厳林水産業費 5憧lIIiliIiI万円 目

。消防費・・・・ーーーー Z憧ill!l万円目

。商工費 -・・・・ 1憧422万円E

O臨会費・・・ ~・・~万円 目

。予備費労面白・・ーー Ml万円目

《歳入》
O地方交付税・ 0 ・・・~位-万円

。町税・ 0・・ ー-・・ 5憧-万円

O諸収入 ・・・ー3憧-万円

O町債 2憧-万円

。道支出金 ・・・・・ 2億'82万円

O国庫支出金 2憧-万円

O地方領与税 1億tAl!II万円

。使用料及び手数料・1憧-万円

。分担金及び負担金・ -万円

O地方消費税交付金 e ・・Ul!Il万円

O自動車取得税交付金-万円

O繰入金ー ~万円

〕3
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森
林
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
、

公
費
造
林
促
進
事
業
及
び
除
間
伐

奨
励
事
業
、
野
そ
駆
除
促
進
奨
励

事
業
等
の
実
施
に
つ
い
て
助
成
措

置
を
行
い
ま
す
。

園
周
鋪
醤
盤
の
融
皿
備

農
業
、
段
村
整
備
に
つ
い
て

は
、
州
国
業
者
自
ら
が
自
己
決
定
、

自
己
責
任
の
中
で
創
意
と
工
夫
に

よ
り
自
助
努
力
し
、
成
業
の
担
い

手
が
引
世
紀
に
夢
を
も
っ
て
豊
か

な
農
村
づ
く
り
を
目
指
せ
る
よ

う
、
農
業
生
産
基
盤
整
備
及
び
農

村
整
備
を
地
域
の
特
性
に
応
じ
て

計
画
的
.
重
点
的
に
実
施
し
て
い

き
た
い
。

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
利
別

川
地
区
に
つ
い
て
は
、
事
業

2
の

見
直
し
に
よ
る
噌
傾
に
伴
い
、
地

元
負
担
金
も
増
額
に
な
る
こ
と
か

ら
、
計
画
変
更
の
申
請
に
む
け
て

受
益
者
に
負
担
同
意
の
準
備
を
取

り
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
受

益
者
の
意
向
を
十
分
に
踏
ま
え

て
、
国

・
道
・
町
・
今
金
土
地
改

良
区
の

4
者
の
協
議
に
よ
り
事
業

の
早
期
完
成
、
並
び
に
、
事
業
経

費
の
軽
減
に
努
め
て
い
き
た
い
。

道
営
事
業
に
つ
い
て
は
、
州
民
業

パ
ワ

l
ア
ッ
プ
事
業
が
、
平
成
問

年
度
を
も

っ
て
終
了
と
な
り
ま

に
わ
た
る
関
係
各
位
の
尽
力
に
よ

り
高
い
普
及
率
に
達
し
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
も
安
全
で
良
質
な
水

道
水
を
将
来
に
わ
た

っ
て
供
給
し

て
い
く
た
め
、
水
道
水
源
の
保
全

や
健
全
な
経
蛍
と
維
持
管
理
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

公
判
門
下
志
道

下
水
道
事
業
は
住
民
の
生
活
に

直
結
し
た
事
業
で
あ
る
反
面
、
河

川
流
域
等
の
環
境
保
全
、
保
護
の

事
業
で
も
あ
り
、
良
好
な
水
環
境

の
創
出
、
安
全
、
安
心
で
快
適
な

ま
ち
づ
く
り
と
い
っ
た
新
た
な
時

代
の
要
請
に
応
え
る
た
め
、
尚

一

層
効
果
的
な
事
業
を
行
う
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
般
抽
開
育

今
金
小
学
校
の
改
築
は
、
就
学

児
童
数
の
減
少
が
際
だ
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
統
合
の
是
非
に
つ
い

て
慎
重
か
つ
積
極
的
に
地
域
や
父

母
に
話
し
合
い
を
進
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
幼
稚
園
、
保

育
所
、
学
童
保
育
所
、
図
書
館
も

視
野
に
入
れ
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

校
舎
に
で
き
る
の
か
引
世
紀
に
相

応
し
た
内
容
と
す
る
た
め
、
教
育

す
。
道
は
こ
れ
に
代
わ
る
「
食
料
、

環
境
基
盤
緊
急
確
立
対
策
事
業
」

を
創
設
し
、
平
成
げ
年
度
ま
で
の

5
箇
年
計
画
(
畜
産
環
境
整
備
は

平
成
同
年
ま
で
の

4
箇
年
間
)
で

農
家
負
担
の
軽
減
を
図
る
方
針
を

立
て
ま
し
た
。
こ
の
新
事
業
に
お

い
て
、
継
続
地
区
に
つ
い
て
は
引

き
続
き
現
行
の
川
%
i
M
%
、
新

規
地
区
に
つ
い
て
は
川
%
1
m
・

0
%
の
受
益
者
負
担
と
し
て
実
施

す
る
見
通
し
で
す
。

光
台
地
区
用
水
に
つ
い
て
は
、

導
水
管
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

こ
の
光
台
地
区
農
業
用
水
を
活
用

し
た
小
水
力
発
電
に
よ
り
、
公
共

施
設
や
農
業
施
設
等
の
動
力
源
と

し
て
の
活
用
が
考
え
ら
、
町
民
参

加
型
の
研
究
チ
|
ム
及
び
庁
内
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

l
ム
を
発
足
さ

せ
利
活
用
に
伴
う
諸
問
題
を
解
決

し
計
画
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

商
工
畿
の
振
興

中
小
企
業
の
経
営
安
定
を
図
る

た
め
、
経
営
改
善
普
及
事
業
や
商

庖
街
空
き
庖
舗
活
用
事
業
、
エ
コ

バ
ッ
グ
(
買
い
物
袋
)
試
作
事
業

に
支
援
を
行
い
、
商
工
会
や
観
光

協
会
が
実
施
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト

に
対
し
て
も
支
援
を
し
な
が
ら
‘

商
庖
街
の
活
性
化
を
図

っ
て
い
き

， 

(.-ゆ

施
設
整
備
の
基
本
計
画
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

新
学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施

に
向
け
、
各
小
学
校
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
を
箆
備
し
、
小

・
中
学
校

と
も
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
接
続
に

よ
る
情
報
教
育
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。今

金
中
学
校
外
壁
ガ
ラ
ス
ブ
ロ

ッ
ク
は
、
鋭
利
な
亀
裂
部
が
露
出

し
、
生
徒
が
裂
傷
を
負
う
危
険
が

あ
る
た
め
、
今
年
度
よ
り
階
段
部

分
を
年
次
計
画
に
よ
り
改
修
し
て

い
き
ま
す
。

鈎
纏
国
務
育

子
ど
も
を
取
り
巻
く
社
会
の
変

化
を
敏
感
に
と
ら
え
、
多
様
な
ニ

ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
、
本
町
の
実

態
、
将
来
性
を
見
据
え
、
生
涯
学

習
の
出
発
点
と
し
て
幼
児
教
育
の

充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

絶
品
目
セ
ン
タ
ー

地
元
産
品
へ
の
愛
着
心
や
理
解

を
深
め
る
た
め
、
今
金
男
爵
や
今

金
産
米
、
旬
の
山
菜
、
野
菜
等
を

積
極
的
な
活
用
を
計
爾
し
て
い
ま

す
。
残
食
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
、
子
供
遠
か
ら
喜
ば

れ
る
給
食
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
食
中
毒
の
防
止
は
最

重
要
課
題
で
あ
り
、
年
次
計
画
に

た
い
。

旬
発
振
興

ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
の
今
後
に

つ
い
て
は
、
改
装
さ
れ
た
施
設
の

積
極
的
な
P
R
を
行
い
、
宿
泊
客

や
宴
会
客
等
の
集
客
に
努
め
る
と

共
に
経
営
の
合
理
化
、
経
費
の
節

減
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
臓
員
の
接
客
に
対
す
る

指
導
を
徹
底
し
、
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ

リ
カ
が
町
民
や
利
用
者
に
満
足
し

て
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
。

公
判
円
土
ホ
寧
幽
閉

地
域
住
民
が
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
上
で
、
地
域
住
民
等
の
助

言

・
提
言
等
を
重
視
し
て
、
計
画

的
か
つ
経
済
的
に
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

自
治
会
町
内
会
町
づ
く
り
推
進

調
整
会
議
等
で
、
国
・
道
に
対
し

て
の
改
良
箆
備
の
要
望
が
多
く
、

一
層
重
点
的
に
効
率
的
な
整
備

・

管
理
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

-
特
別
会
計

国
自
健
康
保
臓

昨
年
4
月
か
ら
介
護
保
険
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
、
国
保
加
入
者
に

よ
り
調
理
場
の
床
修
理
、
壁
の
塗

装
等
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

社
告
披
育

社
会
教
育
推
進
の
総
括
的
な
方

向
性
と
し
て
は
、
家
庭
教
育
、
学

校
教
育
、
社
会
教
育
の
3
領
域
に

こ
だ
わ
ら
な
い
総
体
的
な
取
り
組

み
が
必
要
と
考
え
、
こ
れ
に
関
わ

る
事
務
事
業
の
見
直
し
を
含
め
体

系
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
本
町
の
社
会
教
育
の
推

移
を
よ
り
発
展
的
に
進
め
る
た
め

に
、
社
会
教
育
主
事
の
任
用
資
格

取
得
講
習
へ
職
員
を
派
遣
い
た
し

ま
す
。

膏
少
年
健
室
育
成

本
町
の
背
少
年
に
対
し
単
に
問

題
行
動
の
解
決
に
の
み
力
を
注
ぐ

の
で
は
な
く
、
実
体
験
を
通
し
て

成
長
し
て
い
く
青
少
年
に
対
し

て
、
如
何
に
そ
の
機
会
を
つ
く
り

あ
げ
て
い
く
か
と
い
う
健
全
育
成

の
普
遍
性
に
鑑
み
、
粘
り
強
く
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
町
内
の
主
だ
っ
た
関
係
団
体

等
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
て
い
る

背
少
年
健
全
育
成
推
進
委
員
会

が
、
中
心
の
運
動
体
と
な
り
、
少

年
団
体
活
動
や
青
少
年
教
育
事
業

な
ど
と

一
体
感
を
持
っ
た
地
域
主

係
る
第
2
号
被
保
険
者
の
介
護
納

付
金
保
険
料
は
国
民
健
康
保
険
税

と
一
体
賦
課
徴
収
に
な
り
ま
し
た

が
、
被
保
険
者
の
皆
様
の
ご
理
解

を
い
た
だ
き
、
徴
収
率
の
影
響
は

最
小
限
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

疾
病
の
早
期
予
防

・
発
見
が
医

療
費
の
抑
制
に
も
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
、
短
期
人
間
ド
ッ
ク
を
よ
り

受
検
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
利

用
者
負
担
金
の
軽
減
を
し
ま
し

た。き
人
保
健

防
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
比
率

は
、
お
%
を
超
え
、
ま
た
、
河
歳

以
上
で
は
げ
・

3
%
で
、
と
も
に

昨
年
比
約
1
ポ
イ
ン
ト
培
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
幸
い
老
人
医
療
費

は
当
初
の
積
算
並
で
推
移
し
て
い

ま
す
。

介
種
保
険

介
務
保
険
制
度
は
ス
タ
ー
ト
し

て
か
ら
利
用
上
の
大
き
な
ト
ラ
ブ

ル
も
な
く
、
第
l
号
被
保
険
者
の

保
険
料
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
ご
理
解

い
た
だ
き
、
納
入
し
て
い
た

eた
い

て
い
ま
す
。

第
1
号
被
保
険
者
の
保
険
料

は
、
本
年
9
月
で
軽
減
措
置
が
終

わ
り
叩
月
分
か
ら
本
来
の
基
準
月

額
4
千
円
と
な
り
ま
す
。

(. (. 

導
の
取
り
組
み
と
し
て
定
着
す
る

よ
う
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

国
際
交
涜
・

国
障
理
鰐
紋
育
の
擁
進

ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

・
パ
l
ン

サ
イ
ド
高
校
と
の
交
流
に
つ
い
て

は
、
パ

l
ン
サ
イ
ド
事
務
局
並
び

に
国
際
園
内
交
流
会
議
・
同
実
行

委
員
会
で
も
協
議
を
し
、
平
成
は

年
度
は
派
遣
事
業
を
、
平
成
川
年

度
は
受
け
入
れ
事
業
と
痛
年
で
実

施
し
、
今
年
度
の
派
遣
は
中
学
2

1
3
年
生
羽
名
、
引
率
2
名
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
、
外
国
人
指
導
者
の
招

胸
を
計
画
し
て
お
り
、
パ

l
ン
サ

イ
ド
高
校
校
長
の
協
力
を
い
た
だ

き
、
指
導
者
の
募
集
人
選
に
つ
い

て
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

文
化
闘
保
護
に
つ
い
て

分
議
老
人
保
健
施
鶴

開
設
以
来
5
年
目
を
迎
え
、

9

割
以
上

(
う
ち
、

2
割
は
町
外
者
)

の
入
所
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
長
期
入
所
者
や
痴
呆
の
方

も
多
く
、
心
身
機
能
の
維
持
向
上

を
図
る
た
め
、
近
年
注
目
さ
れ
て

い
る
音
楽
療
法
を
定
期
的
に
取
り

入
れ
た
り
、
リ
ハ
ビ
リ
体
制
の
充

実
、
デ
イ
ケ
ア
の
活
性
化
、
さ
ら

に
は
職
員
研
修
を
積
極
的
に
行
う

な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

国
保
病
院

今
年
1
月
か
ら
医
療
保
険
制
度

改
革
関
連
法
が
導
入
さ
れ
、
患
者

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
負
担
が
培

え
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
納
得
す
る
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
、
医
事
業
務

を
民
間
委
託
に
す
る
な
ど
経
費
の

節
減
、
医
薬
分
業
、
薬
剤
管
理
指

導
、
検
体
検
査
管
理
加
算
等
を
導

入
し
増
収
等
、
企
業
の
経
済
性
と

公
共
の
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
努

力
し
て
い
ま
す
。

今
後
に
お
い
て
も
、
だ
れ
も
が

安
心
し
て
す
ぐ
診
て
も
ら
え
る
病

院
経
営
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

簡
易
本
道

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
多
年

〕au守〔

ピ
リ
カ
遺
跡
保
存
整
備
事
業
で

は
、
前
年
度
発
掘
調
査
し
た
石
器

出
土
状
況
の
逃
構
全
体
模
型
製

作
、
遺
構
露
出
保
慾
展
示
施
設
の

整
備
、
さ
ら
に
本
年
度
の
発
掘
調

査
、
自
然
科
学
年
代
分
析
、
環
境

整
備
及
び
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
実

施
設
計
な
ど
を
行
い
ま
す
。

鍬
盲
・
ス
ポ
ー
ツ
振
関

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
取
り
組
み
が

重
要
視
さ
れ
て
い
る
中
、
勝
利
を

目
指
す
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
手
軽
に
で

き
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
へ
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ

て
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

背
少
年
健
全
育
成
の
重
要
課
題

の

一
つ
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
あ
ら

た
め
て
必
要
と
考
え
、
今
後
の
少

年
団
の
育
成
強
化
を
推
進
す
る
た

め
に
も
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
の
青

少
年
教
育
事
業
を
実
施
し
、
体
育

協
会
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携

を
と
り
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

や
、
少
年
団
指
導
者
の
強
化
を
図

り、

心
身
共
に
健
康
で
活
発
な
背

少
年
の
育
成
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。
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平成13年 4月 1日・・・

少子 ・高齢化、高度情報化、

く変化しています。

今金町の行財政を取り巻く環境も、かつてないほど厳しい状況を迎

えています。

また、国に集中していた行政権限が見直しされたこ とにより、 地方

が自らの責任で決断するなど分権型システムへの転換が求められてい

ます。

このような状況の中で、人をまちづくりの核とした第4次今金町総

合計画を策定し、 4月から新たな目標の実現に向けた政策を展開する

こととしています。

しかしながら、国の危機的な財政状況や人口の減少により、

源は限られています。

一方、町民の皆さんの要望はますます増え、

となっています。

今回の機構改革は、行政改革推進室を中心とした全庁体制による行

政改革の一環と して、厳しい時代に積極的に対応することができる組

織に生まれ変わるために実施するものです。

組織や配置が変わる ことで、一時的にご迷惑をおかけしますが、よ

り効率的で分かりやすい役場になるよう努力しますので、町民の皆さ

んのご理解とご協力をお願いします。

国際化の進展など社会経済情勢は大き

町の財

しかも複雑多様なもの

今
金
町
役
場
の
組
織
が
変
わ
り
ま
し
た

今金町行政組織図[町長部局]

【平成12年度】

行政改革推進室 一一一一推

， 

係

線 一寸一一総 務 係
ト一一職員厚 生係
トー財 政 係

トー経 理 係
」ーー管 財 係

企画調整課 一寸←一企画調整係
トー広 報 広 聴係
トー 調 査 係
L 町史編さん係

進

務総

係

係

係

企画振興銀一寸一一企画政策係

」一 調査防災係

政

理

財
限てi

務

政

託:

目オ

a • 五
小
五
士
糸

{

{

{

 

民 税
産税

収
線-Ei務税係税繰て;務税

際 一寸ー一戸 籍 係
トー総合窓口係
ト一一 町 民 係
ト一一住民運動交通安全保
」一年 金係

民四I

係

係娘 一丁一一戸

ト一一町 民 係
卜一一住民運動 ・交通安全係
」一一年 金 係

納

籍民回]一

保健福祉線 ---，一一総 務 係
トー保健福祉 係
ト一介護保険 係
ト一一 国 保 係
」← 健康 づくり 係

(在宅介護支援センター)一一十一在宅介諮支 援係

(母子通園センター) 療育指導 係

総務係
介護福祉係

保健福祉課

民して|およだ|

国保係
健康 づくり 係
在宅介諮支援係
療育指導係

(6) 

今
回
の
機
構
改
革
は
次
の
考
え
方
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

一
、
地
方
分
権
の
時
代
に
積
極
的
に
対
応
で
き
る
柔
軟
な
組
織

二
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
町
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
ゃ
す
い
組
織

三
、
横
断
型
行
政
の
推
進
と
事
務
の
効
率
化
に
よ
る
ス
リ
ム
な
組
織

四
、
行
政
改
革
と
人
材
育
成
政
策
形
成
機
能
の
充
実
し
た
組
織

そ
こ
で
、
制
度
や
国
と
の
関
係
で
細
分
化
し
て
い
た
組
織
を
整
理

し
、
効
率
的
で
機
能
を
重
視
し
た
組
織
と
し
ま
し
た
。

総
務
課
か
ら
財
政
部
門
を
独
立
さ
せ
て
、
新
た
に
財
政
剖
酬
を
設
置

し
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
応
で
き
る
組
織
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
行

政
改
革
推
進
室
、
総
務
課
、
企
画
調
整
課
の
三
部
門
を
再
編
し
、
企

画
調
整
課
の
名
称
を
企
画
振
興
課
に
変
更
す
る
な
ど
、
政
策
形
成
機

能
や
人
材
育
成
機
能
の
充
実
し
た
組
織
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
農

林
課
と
耕
地
開
発
課
を
統
合
、
州
民
林
振
興
課
と
し
、
農
業
問
題
に

一

元
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
組
織
に
す
る
な
ど
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
立
場
に
立

っ
た
組
織
と
し
ま
し
た
。

*
自
衛
隊
関
係

H
総
務
課
総
務
係

*
行
政
改
革
、
地
方
分
権
関
係
U
総
務
課
行
政
改
革
推
進
係

*
広
報
広
聴
活
動
、
町
史
編
さ
ん
関
係
H
総
務
課
情
報
サ
ー
ビ
ス
係

*
財
政
計
閥
、
予
算
、
起
債
関
係
リ
財
政
課
財
政
係

*
会
計
経
理
、
庁
用
物
品
の
帥
刑
入
関
係
H
財
政
課
経
理
係

*
町
有
財
産
の
管
理
、
町
営
住
宅
の
入
居

・
退
去
、
入
札
・
契
約
関

係
リ
財
政
課
管
財
係

*
食
品
衛
生
関
係

H
町
民
課
町
民
係

*
内
腿
業
、

畜
産
、
林
業
関
係
す
べ
て
H
農
林
振
興
課

な
お
、
各
係
の
名
称
な
ど
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
次
の
行
政
組
織

図
の
と
お
り
で
す
。

興

政

娠

産

務

業
農

農

畜

林子
操林農係

係

係
興

務

政

振

林
業

産

農

農

畜

(a • 耕 地 開 発 銀 一「ー←管 理 係
ト一一土 地 改 良係
」ー農 地 整 備係

耕地振興係
耕地整備係

農林振興 課

商工観光課 一一ーー商 工 観 光係

管理用地 係
維持 係

車両 係
土木 係
建築 係
都市計画係
公園 係

【平成13年度】

「一行政改革推進係

課 一→一一総 務 係
ト一一職 員厚 生係

」一一情報サービス係

線言買建

商工観光 線一一一一商工観光係

際 一寸一一管
ト一一品佐

ト一一土 木 係
ト一一建 築 係
L 都市計画係

係
係

理
持

設建

上 下 水 道 課 ---，一一総 務 係
トー 水 道 係
トー 下水道推進係
」一下水道 係

44係]日日 :10課

係

係

係道

理
道

7/< 

て水
35係][新:10課
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高齢者に関する制度が

一部改正されます

|日新

平
成
山
年
4
月
か
ら
介
護

保
険
制
度
が
施
行
さ
れ

一
年

が
経
過
い
た
し
ま
す
。
高
齢

者
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
こ

れ
ま
で
の
「
与
え
ら
れ
た
措

置
制
度
」
か
ら
利
用
者
自
ら

が
利
用
し
た
い
サ
ー
ビ
ス
を

決
定
す
る

「選
択
で
き
る
福

祉
」
へ
と
大
き
く
変
わ

っ
て

き
て
い
ま
す
。

今
金
町
で
も

4
人
に
1
人

が
白
歳
以
上
と
い
う
高
齢
化

社
会
を
迎
え
、
高
齢
者
介
護

に
要
す
る
費
用
が
増
大
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
金
町
で

は
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い

よ
う
支
援
す
る
介
護
予
防
事

業
を
は
じ
め
、
高
齢
者
の
方

の
健
康
を
考
え
た
事
業
を
推

進
し
て
い
く
た
め
、
次
の
①

か
ら
③
の

3
つ
の
事
業
を
改

正
し
て
高
齢
者
福
祉
の
向
上

を
図
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た。

平成12年度まで

80歳以上の方に毎年敬老の日に、次の金額が

支給されていました。

I[)満80歳から88歳未満の方

(2)満88歳以上の方

(3)満100歳を迎えた方

10，000円

15，000円

500， 000円

毎年から節目ごとに

各節目の年齢を迎えられた方に次の金額を

「長寿祝い」として支給いたします。

111満80歳に到達した方 30，000円

(2)満88歳に到達した方 50， 000円

(3)満100歳を迎えた方 500， 000円

目③生活援助推進事業

目①いまかね温泉パスポー卜事業
0支給されるもの

1世帯当たり 200リットルの灯油券が

交付されます。 0対象者は

資格は70歳に到達した日からとなりま

す。ただし、交付は到達した日が属する

月の翌月の 5日までにパスポートが交付

されます。(例 5月が誕生月の方は6月

5日まで交付されます。)

このパスポ トを温泉施設の受付に提示する
と割引料金で利用することができます。
(同伴者も i名に限り同じ料金で温泉を利用で

きます。)

温泉施設名 利用者負担額

あったからんど 100円

種川温泉休憩所 100円

クアプラザピリカ
200円

(うち入湯税100円)

奥美利河温泉山の家
200円

(うち入湯税100円)

※利用回数に制限はありません。

何
回
で
も
入
浴
可
能
に
!

0事業の目的は

町内に在住する70歳以上の町民を対象

に健康保持、増進を図ると共に、町内の

温泉施設の効果的利用を行うことにより

高齢者福祉の充実を図ることを目的とし

ています。

0事業目的は

老人、ひとり暮らし等の世帯に対し

て、生活の一助として福祉灯油扶助を行

い、このような世帯の福祉向上を図るこ

とを目的とします。 • (. 
0対象世帯

次のいずれかに該当する世帯で、世帯の中心となる方の前年収入が150万円未

満の世帯です。(但し、所得税、町民税、非課税世帯とする)

No 

往所今盆町字

~J 里JE -一一 一一一 日

生年円日 明・文・昭

温泉パスポートの台紙

• • 
0対象者は

9月15日現在で今金町に住所を有する

方で、満80歳を迎えた方、満88歳を迎え

た方、満100歳に到達した方となります。

ただし、支給対象者は当該年齢に到達し

た目前 1年以上今金町に住所を有してい

る方となります。

「
長
寿
祝
金
」
と
し
て

節
目
毎
に
支
給

金

0事業目的は

永年にわたり社会に貢献した高齢者を

敬愛し、長寿を祝福すると共に、その福

祉に寄与するため敬老金を支給いたしま

す。

交
付
を
受
け
る
に
は
申
請
、
が
必
要

白老人ひとり暮らし世帯等

。満70歳以上の一人暮らし世帯。(1ヶ月以上の長期入院者を除く)

ただし、次の(l)、 (2)の世帯も含まれます。

(1)満18歳未満(高校在学中の者を含む)の同居者がいる場合。

(2)満 18歳以上の同居者が、介護を要する重度心身障害者である場合。

白老人夫婦世帯等

。夫婦ともに満70歳以上で構成されている世帯。

ただし、次のm(2)の世帯も含まれます。

(1)満18歳未満(高校在学中の者を含む)の同居者がいる場合。

(2)満 18歳以上の同居者が、介護を要する重度心身障害者である場合。

老E②敬口母予世帯等及び寡婦世帯

。母子世帯また寡婦のみの世帯。(児童が満18歳未満又は高校生も含む。)

カ当の交付を受けている方が世帯主で、

口心身障害者世帯

。身体障害者手帳(1級~3 級)

つ生計中心者である世帯。

80歳以上から

80、88、100歳到達時に

(8) 

0改正ポイント

年齢がきたから毎年支給する考え方から、I長寿祝い」を趣旨として、支給額を次のとおり金額

を地額し、節目の80歳、 88歳、100歳に到達した方に支給いたします。

0申請
この事業の対象となる世帯は、 7月初日から 10月末日までに収入を証明する書面文は収入の

確認に対する同意書を添付して、指定する申請書を保健福祉課に提出していただくこととなり

ます。(詳しくは総合福祉施設 「としべつ」内保健福祉課までお問い合わせ下さい。)

82-2780 
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2
月
幻
目
、
次
代
の
段
業
を
担

う
新
規
就
農
者
に
対
し
、
就
農
証

書
交
付
式
が
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

交
付
式
で
は
村
本
町
長
か
ら
就

股
奨
励
証
替
の
交
付
と
、
記
念
品

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き

行
わ
れ
た
激
励
会
で
は
、
今
回
出

席
し
た
関
係
者
や
諸
先
輩
か
ら
激

励
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

⑨
 

⑨
 

⑨
 

⑨
 

北海道今金高等養護学校

I 

3
月
9
目
、
北
海
道
今
金
高
等
養
輔
副

学
校
(
校
長
虎
尾
剛
哉
)
で
、
平
成

は
年
度
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
産
業
科

川
名

・
生
活
園
芸
科
4
名

・
生
活
家
庭

科
3
名
の
創
刊
名
が
、
新
た
な
人
生
へ

旅
立
ち
ま
し
た
。
同
名
の
う
ち

5
名
が

町
内
の
企
業
に
就
職
す
る
こ
と
と
な

り
、
国
の
職
場
適
応
訓
練
制
度
に
よ

り
、
条
件
付
き
な
が
ら

6
ヶ
月
か
ら
1

年
間
地
元
の
企
業
で
働
き
ま
す
。
条
件

期
間
終
了
後
労
使
と
の
合
意
に
達
し
た

場
合
、
始
め
て
雇
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

， 

• • 

忘
れ
な
い
!

6
人
に
山
村
留
学
証
明
書
授
与

美利河小学校

3
月
間
目
、
美
利
河
小
学
校
(
校

長
大
口
議
)
で
l
年

・
2
年
間

学
び
、
美
利
河
の
里
を
後
に
す
る

山
村
留
学
生

6
人
に
、
山
村
留
学

協
議
会
の
庚
回
儀

一
会
長
か
ら
山

村
留
学
証
明
書
が
授
与
さ
れ
ま
し

た。
授
与
式
後
あ
い
さ
つ
を
し
た
庭

田
会
長
は

「美
利
河
で
の

1
・
2

年
間
途
中
で
帰
る
こ
と
な
く
良
く

頑
張
り
ま
し
た
。
地
域
の
人
も
留

学
生
の
お
か
げ
で
大
変
楽
し
く
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
」
と

語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
留
学
生
6
人
は

一
人
ひ

と
り
舞
台
に
上
が
り
、

「ま
た
、
美

利
河
に
来
た
い
。
」
「
牛
舎
の
仕
事

が
楽
し
か
っ
た
。
」
「
美
利
河
に
来

て
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
で
き

た
。
」
「
美
利
河
に
き
て
い
ろ
ん
な

こ
と
が
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
」

な
ど
美
利
河
の
思
い
出
を
そ
れ
ぞ

れ
語
り
ま
し
た
。

父
兄
の
一
人
は
「
美
利
河
に
来

て
心
身
共
に
た
く
ま
し
く
な

っ

た
。
最
初
は
い
や
だ
と
言
っ
て
い

た
牛
舎
の
仕
事
も
今
で
は
楽
し
く

て
仕
方
が
な
い
よ
う
だ
二
と
-諮

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

3
月
末
で
満
日
年
を
迎
え
た
美

利
河
小
学
校
、
北
は
稚
内
市
、
南

は
沖
縄
県
か
ら
延
べ

1
0
2
人
が

留
学
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
途
中

で
帰
っ
た
児
童
は
一
人
も
い
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
、
美
利
河
に
は
美
利

河
で
し
か
体
験
で
き
な
い
自
然

や
、
い
つ
も
留
学
生
を
温
か
く
見

守
っ
て
く
れ
る
里
親
、
地
域
の
人

が
い
る
か
ら
で
す
。

新規就農者は次の4名
。上野慎悟さん(金原中央)/父(義則さん)
。山崎良介さん(イマヌエル)/父(仁さん)
。山本邦吉さん (鈴岡第一)/父(久治さん)
。仁木儀ーさん (豊受)/父 (幹雄さん)

| ひなまつりを楽しむ l 
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
「
ひ
ま

わ
り
」
(
会
長

川

島
稽
子
)
で
は
、
3

月
3
日
の
節
句
を
「
せ
せ
ら
ぎ
」
の
利

用
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

一
足

早
い
「
ひ
な
ま
つ
り
」
を

3
月
1
日
に

酌
行
い
ま
し
た
。

ら

午

後

l
時
頃
か
ら

「ひ
ま
わ
り
」
の

せ

会

員
7
人
と
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員

H
が
料
理
作
り
や
準
備
を
し
て
き
ま
し

た
。
心
の
こ
も
っ
た
家
庭
の
味
に
利
用

者
は
満
足
げ
で
し
た
。

食
事
後
行
わ
れ
た
輪
投
げ
ゲ
l
ム
の

チ
l
ム
戦
で
は
、
1
投
1
投
に
歓
声
が

あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

| 歌や踊りを披露 I 

月
6
目
、
今
金
町
自
衛
隊

父
兄
会
(
会
長
吉
田
誠
)

が
町
民
セ
ン
タ
ー
で
、
平
成
ロ
年

度
今
金
町
自
衛
隊

・
入
校
予
定
者

の
激
励
会
を
行
い
、

4
月
か
ら
入

隊
・
入
校
予

定
の
男
女

ω

名
が
出
席
し

ま
し
た
。

入
隊
予
定

の
刊
名
中
3

名

が

女

性

で
、
大
和
町

に
お
住
ま
い

の
鈴
木
巌
さ

ん
の
長
女
康

子
さ
ん
と
二

女
の
順
子
さ

ん
は
、
な
ん

と
双
子
の
姉

妹
で
す
。

自衛隊に双子の姉妹入隊

い
つ
も
2
人
一

緒

圃 昆・・・・・・・・・・ー
ま-~-- ~I_t，_-

長
女
の
康
子
さ
ん
は
、
中
学
生

の
頃
か
ら
既
に
自
衛
隊
に
入
隊
し

よ
う
と
決
め
て
い
た
妹
の
順
子
さ

ん
と
、
高
校
2
・
3
年
生
の
時
に

北
部
方
面
隊
が
実
施
し
て
い
る
ノ

l
ザ
ン
ス
ピ
リ
ッ
ト
(
陸
海
・空

自
衛
隊
総
合
募
集
広
報
)
に
参
加

豊寿園を訪問

金
原
小
学
校
(
校
長
五
十

嵐
淳
二
の
全
校
児
童
日
名
が
、

お
年
寄
り
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通

し
て
豊
か
な
心
を
育
む
た
め
、

3
月
3
日
豊
寿
園
を
訪
れ
歌
や

踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

1
・
2
年
生
の
元
気
な
あ
い

さ
つ
か
ら
始
ま
り
、

1
1
4
年

生
の
器
楽
演
奏
、
全
校
児
童
に

よ
る
合
唱

・
よ
さ
こ
い
ソ
l
ラ

ン
の
踊
り
な
ど
に
利
用
者
は
目

を
ほ
そ
め
て
い
ま
し
た
。

帰
り
際
に
別
れ
を
惜
し
み
な

金原小

• . ' 

し
決
心
し
た
そ
う
で
す
。
今
ま
で

い
つ
も
一
緒
の

2
人
、
ど
ん
な
困

難
で
も
乗
り
越
え
ら
れ
そ
う
で

す
。ま

た
双
子
の
姉
妹
に
つ
い
て

「全
国
で
も

双
子
の
姉
妹

が
入
隊
し
た

と
い
う
例
は

な

い

の

で

は
」
と
今
金

募
集
事
務
所

の
幸
村
所
長

が
話
し
て
い

ま
し
た
。

本
当
に
仲

の
良
さ
そ
う

な
双
子
の
姉

妹
で
し
た
。

『コ

-・

5二四
ヌナりつ.

軍ミ雪

ま
た
、

5
月
に
は
「
端
午
の
節

句
」
を
行
う
予
定
だ
そ
う
で
す
。

〕内υ1
 

〔

が
ら
児
童
達
が
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
を
l
本
l
本
利
用
者
に
手

渡
し
ま
し
た
。今

金
幼
稚
園
ス
キ
l
教

室。

ス
キ
l
連
盟
の
熱

心
な
指
導
で
、
大
変
上

手
に
な
り
ま
し
た
。

t動
〕-1

 
〔



EE盟
学
校
給
食
に
関
す
る

作
文
及
び
標
語
の

入
賞
者
決
ま
る

文
部
科
学
省
で
は
、
毎
年

1
月

M
日
か
ら
l
週
間
を
全

国
学
校
給
食
週
間
と
し
て
、

学
校
給
食
に
関
す
る
理
解
と

関
心
を
高
め
、
給
食
の
よ
り

一
層
の
充
実
発
展
を
図
る
た

め
全
国
各
地
で
各
種
行
事
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
金
町
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
で
も
全
校
学
校
給
食
週
間

に
ち
な
み
、
町
内
の
各
小
中

学
校
に
呼
び
か
け
、
学
校
給

食
に
関
す
る
作
文

・
標
語
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
今
年
度

は
作
文
の
部
初
点
、
標
語
の

部
で
切
点
の
応
募
が
あ
り
審

査
の
結
果
次
の
児
童
が
入
賞

し
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

。
標
語
の
部

(応
募
総
数

〈
〉
低
学
年
の
部
(
応
募
数

日
占
…
)

お
占
…
)

-
き
ゅ
う
し
ょ
く
を

い
っ
ぱ
い
た
べ
て
お
お
き
く
な
る
ぞ

神
丘
小
学
校
i
年

須

佳

回

輝

や
さ
い
と
か

に
が
て
な
も
の
も
食
べ
ま
し
ょ
う

今
金
小
学
校
2
年
2
組

弘

-
お
い
し
い
き
ゅ
う
し
ょ
く
楽
し
い
な

残
さ
ず
何
で
も
食
べ
よ
う
よ

美
利
河
小
学
校
2
年

也

。
高
学
年
の
部
(応
募
数

引
刊
占
…)

松

キナ

隆

ヰf

上

拓

食
べ
な
い
の
?

お
い
し
い
お
か
ず
が
泣
い
ち
ゃ
う
よ

今
金
小
学
校
4
年
l
組

織

田

華
菜
子

• • 

学
校
給
食
に
関
す
る
作
文

八〉
低
学
年
の
部

「
き
ゅ
う
食
セ
ン
タ
ー
の
み
な

さ
ん
へ
」今

金
小
学
校
2
年
2
組

越

中

友

菜

さ

ん

い
つ
も
、
お
い
し
い
き
ゅ
う
食

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
と
て

も
、
お
い
し
い
で
す
。

い
つ
も

3
時
間
め
く
ら
い
の
時

に
い
い
に
お
い
が
し
ま
す
。
き
ゅ

う
食
の
紙
を
、
見
な
く
て
も
、
わ

か
る
時
が
あ
り
ま
す
。
あ
ん
ま
り

に
お
い
が
し
な
い
時
は
、
今
日

は
、
な
に
が
で
る
の
か
う
き
う
き

し
ま
す
。

2
組
に
は
、
お
っ
ゅ
の
「
大
も

り
」
「
ふ
つ
う
」
「
小
も
り
」
が
あ

り
ま
す
。
わ
た
し
は
、
い
つ
も
、

「
大
も
り
」
で
す
。
わ
た
し
は
何
で

【
金
賞
】

作

も
食
べ
ま
す
。
先
生
と
、
同
じ
ぐ

ら
い
食
べ
て
し
ま
い
ま
す
。
先
生

は、

「
友
菜
の
体
の
ど
こ
に
、
入
っ

ち
ゃ
う
の
J

と
言
い
ま
す
。

き
ゅ
う
食
を
い
っ
ぱ
い
食
べ

て
、
大
き
く
な
り
ま
す
。

〈V
高
学
年
の
部

「
魚
だ
っ
て
お
い
し
い
ん
だ
」

今
金
小
学
校

6
年
2
組

川

崎

理

奈

さ

ん

「
あ
ー
あ
、
め
ん
ど
く
さ
い
。
こ
の

骨
な
ん
と
か
し
て
よ
。」

家
で
魚
料
理
が
出
た
時
、
つ
い

つ
い
心
の
な
か
で
こ
う
つ
ぶ
や
い

て
い
る
私
。
私
は
あ
ま
り
魚
料
理

が
好
き
じ
ゃ
な
か
っ
た
。
理
由
は

や
っ
ぱ
り
骨
。
大
き
く
て
と
り
や

す
い
骨
な
ら
い
い
け
ど
、
小
さ
く

て
細
く
て
と
り
に
く
か

っ
た
ら
、

ボ
ロ
ッ
と
く
ず
れ
た
り
、
口
の
中

に
さ
さ
っ
た
り
す
れ
ば
「
も
う
最

悪
」
っ
て
思
う
。
だ
か
ら
、
家
で

は
、
魚
料
理
よ
り
肉
や
野
菜
を
食

べ
る
方
が
多
い
。

で
も
、
不
思
議
と
学
校
の
給
食

で
出
る
魚
は
、
骨
が
気
に
な
ら
な

い
。
骨
が
あ
る
の
に
、
や
わ
ら
か

く
に
え
て
い
て
、
そ
の
ま
ま
食
べ

ら
れ
た
り
、
だ
い
た
い
の
骨
が
と

つ
で
あ
っ
た
り
。
と
て
も
食
べ
や

す
い
と
同
時
に
味
つ
け
が
と
て
も

私
向
き
。

私
は
給
食
の
魚
料
理
が
好
き

だ
。
給
食
の
魚
料
理
が
、
私
の
魚

ぎ
ら
い
を
こ
く
ふ
く
さ
せ
て
く
れ

た
。
だ
か
ら
私
は
給
食
に
と
て
も

感
謝
し
て
い
る
。

魚
料
理
が
き
ら
い
で
な
く
な
っ

た
私
が
次
に
や
っ
て
み
た
い
こ

と
。
そ
れ
は
い
ろ
い
ろ
な
魚
料
理

を
食
べ
る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
こ
と
だ
。
私
が
知
っ
て
い
る
魚

料
理
と
い
え
ば
、
焼
き
魚
、
フ
ラ

イ
、
に
魚
く
ら
い
か
な
。
ふ
つ
う

の
味
つ
け
、
し
よ
う
ゆ
味
や
塩
、

こ
し
よ
う
味
の
も
の
は
食
べ
た
こ

と
が
あ
る
。
で
も
、
い
ろ
ん
な
テ

レ
ビ
や
雑
誌
で
、
い
つ
も
食
べ
て

い
る
の
と
全
然
ち
が
う
魚
料
理
が

あ
り
が
と
う

笑
顔
の
広
が
る

今
金
小
学
校
6
年
2
組

央

も
っ
た
い
な
い

ち
ゃ
ん
と
食
べ
よ
う
給
食
を

神
丘
小
学
校

5
年

坂

翼

。
作
文
の
部

(応
募
総
数

〈V
低
学
年
の
部

(応
募
数

{金
負
]

今
金
小
学
校
2
年
2
組

【銀
賞
】

今
金
小
学
校
2
年
2
組

[銅
賞
]

今
金
小
学
校
2
年
2
組

〈〉
高
学
年
の
部

(応
募
数

[金
賞
]

今
金
小
学
校

6
年
2
組

{銀
賞
]

今
金
小
学
校
5
年
2
組

{銅
賞
]

今
金
小
学
校
6
年
2
組

初
占
…)

初
占
…)

越織中

山

川

占
…)

J 11 横荒

• • 
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
見
た
こ
と
も

聞
い
た
こ
と
も
な
い
魚
も
、
お
い

し
そ
う
に
調
理
さ
れ
て
い
た
り
。

私
は
北
海
道
に
住
ん
で
い
る
と

い
う
の
に
、
石
狩
な
べ
を
食
べ
た

こ
と
が
な
い
。
た
ら
な
べ
も
。
ま

ず
さ
け
や
た
ら
み
た
い
に
私
達
の

身
近
な
魚
の
な
べ
料
理
に
挑
戦
し

た
い
。そ

の
次
は
、
い
ろ
ん
な
種
類
の

魚
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
み
た
い
。

そ
し
て
い
ろ
ん
な
味
つ
け
で
食
べ

て
み
た
い
。

給
食
を
作
っ
て
い
る
お
じ
さ

ん
、
お
ば
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
お

い
し
い
給
食
を
作
り
続
け
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
い
つ
も
本
当
に
あ

り
が
と
う
。

中田崎山]11 

友耕
太
朗

稚理英真
給
食
を

〕2
 

1
 

〔

!j、

西

真

井

菜菜奈明美
作
文
の
部
で
金
賞
に
輝
い
た
小

学
生
の

2
名
に
つ
い
て
は
、
次
の

ベ
l
ジ
の

「ひ
ろ
ば
」
で
作
品
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

四盟主歪コ亡WI ~コ
E電車E望園陸軍事置菅沼置軍事圃

消防署からのお願い

今金町消防団では、北海道操法訓練のため消防庁舎前及び役

場前駐車場において、団員による訓練を実施いたします。

つきましては、次の期間及び時間については、車を駐車され

ないようご協力をお願いいたします。 ，~一一一一一ー

。期間 4月2日から 7月25日まで

。時間午後6時から午後 9時まで

、，、一 …
俳句

春f子ニ待2ス釣2茶3通3
昼Eの針』り l 具ぐ柱F院に
のう家Iをパ屋ゃのつの
汽eに打ぅ | の立た杖Z
笛E身みつ の庖Zちの
の の 手て菓か先2好i先2
4退ぁ fi~ に子し の 日 5 な
せゆあ並Eぞのる
しるりべく凶さ春2
無空ぶしめ替か春吉 く の
人Z花日脚苦ふz隣告ら 泥2
駅を菜u薬寺春;; 餅E

潰3 り隣j

業
俳
句
に
は
本
来
ふ
り
仮
名
は
不
要
で
す
が

杉

本

あ

伊

翠

女

藤

戸

慶

車沈

津

佐

藤

朝

梅

キサ

直

斉

み

藤

辻

知

〕qd
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八雲町
~静1J¥tJ.山峡の湯宿~
《町営温泉おlまこ荘》

4月から名古屋コ チン(鵡)を佐った新
Lいメニューも宜場(堕予約)します.ご賞
味ください。
・日師り入浴料/大人300円ー中学生日O円
中人150円・小人 (6歳未満)鑑料

・宿泊料/大人5，0501司，中学生5，800円中
人5.380円小人'1.8.，}O円

※11 月l日-4月30日の聞は忌別途暖房料
として310円が1日算されます。

・お問い合わせ先/八宮町商工観光労政県
801376-2-2111 内組312

・予約/町営温泉おぼこ荘
801376-3-312:3 

北槽山町 11
『玉川公園水仙まつり』

そよ風に括れる水川!たちに圃まれて 春
のl日を家肱や仲間と楽しく過ごしません

ヵ、。

0STVラジオ公開生放送

。ロー ドレース大会

。ヘリコプター遊覧(中学生2.000円、小学

生仁川O円)

。宝入り餅まき

・日時/5月13日(日)午前9時

園均所/玉川公開(字丹羽)

・お問い合わせ先/北柏山町観光協会

80 J 37S-，1-5'IOs 

]リド-JL交j商事ットワーヲ暗報 No.36 

大成町
『国民温泉保護包ンター』
広大な貝取淵渓谷の保韮温泉地に位i立す

町

『活おわびIsパック』

石臆

ーーー、〆ーーー

瀬棚町 i 
道路を縮碩じ利用しやすく ・
「せた忽青少年旅行村J由iオーヌン
せたな背少年旅行村が4月21日(土)よ

り 今年の世襲を開拍します。
料金も割安で手軽に泊まれる人気のケビ

ンは予約殺到が予怨されますので、連休や
互休みなどのご予約はお早めに!10人-20
人用由民しテントのご予約もお待ちしてお
ります.
回ケビン/4人用5.000円

6人用8.000円
・持ち込みテント/1張l日6凹円
・お問い合わせ先/オープン前(瀬棚町企
画商工課 801378-7-33111

オ プン桂(せたな宵少年間行村801:H8-7-3810)

一一 回ーー--1
( '>}"-d '¥_ 
~ "..口市 /T'

l' leL1>ゆ 島
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事
務
職
員
を
募
集

n72町
議
赫
組
且
口

8 函い じ
O 館 。て
1労申
3働告
8 基
|準抽
2監刷

付3督，

i署主
2 く
7 だ
6 さ

今
金
町
森
林
組
合
で
は
次
の
と

お
り
事
務
職
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

。
応
募
人
員
及
び
内
容

・
事
務
職
員

1
名

・
期
日
ま
で
に
履
歴
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い

・
履
歴
書
提
出
者
に
対
し
後
日

面
接
を
行
い
ま
す

。
応
募
期
日

・
4
月
初
日
ま
で

。
応
募
先

今
金
町
森
林
組
合

今
金
町
字
今
金
3

2

4

5

8
2
0
0
4
5
 

る身も心、もあったかになる温泉。

お風日から眺められる四季折々の景色、

同辺には遊歩道や公国もあり 大成町の自

.J司

-入浴料/大人260円、小人50円

所/大成町字貝取澗

掴お問い合わせ先/

然を満喫できます。

栴中益~{iされた 『あわび』 をふるさと小包

で全国に配送a酸素と保冷剤を入れて「生き

たままJお届けする熊石町の味覚。

掴 10個入/5灯Oドl

圃お問い合わせ先/熊石郵便局

長万部町
~豊かtJ.緑と自然~

・写万個山@山開き・
内在1I時を 望して、身体をリフレツンユ

してみませんか。 下山後にはンンギスカン

や催し物を予定しています。みなさんの参

加をお待ちしております.

・開催日/5月12日(土)

・場 所/写万部山ハイキングコース

(字共立)

・参加料/500円程度

圃お問い合わせ先/共立小学校

801377-2岨23

• • 
ハ口
l
ワ
l
h
ー

か
ら
の
宙
知
ら
せ

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

派
遣
日
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。な

お
、

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

平
成
同
年
度
労
働
保
険
年
度
更

新
の
申
告
・
納
付
期
限
は

4
月
1
日
1

5
月
引
日
(
月
)
ま
で

お
早
め
に
l

期
限
ま
で
に
銀
行
・
郵
便
局
な

ど
最
寄
の
金
融
機
関
文
は
労
働
基

準
監
督
署
、
北
海
道
労
働
局
を
通

8013D8-'I-u327 
801398-2-3380 

道政モニターの募集

消
費
税

R
U旭
町
消
費
税

は
肱
ず
期
限
肉
納
何
を
!

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
は
、

「消
費
者
か
ら
の
預
か
り
金
」
と

も
言
え
る
税
で
す
。

定
め
ら
れ
て
い
る
期
限
ま
で

に
、
申
告
・
納
付
を
お
願
い
し
ま

す。O
消
費
税
及
、
ひ
地
方
消
費
税
の
納

付
は
、
確
定
申
告
に
よ
る
納
付
だ

け
で
な
く
、
前
年
度
の
消
費
税
に

応
じ
て
年
1
回
又
は

3
回
の
中
間

申
告
に
よ
る
納
付
も
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
の
で
、
計
画
的
に
資
金

手
当
を
行
い
、
期
限
ま
で
に
納
付

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
事
情

の
あ
る
場
合
は
、
お
早
め
に
税
務

署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
八

雲
税
務
署
総
務
課
管
理
徴
収
担
当

8
0
1
3
7
6
3
2
1
4
8
 

会

表

し

て

い

ま

す

!

一

一A
『
金
町
が
今
年
度
上
半
期
に
発

言
正
す
る
予
定
の
建
設
工
事
を
今
金

瓦
町
の
ホ
l
ム
ベ

l
ジ
で
公
表
し
て

玉
担
り
ま
す
。

ふるさとのまちづくりを応援します

北海道檎山支庁及び楠山教育局では、地域の特

色を生かした隙々なまちづくり活動や産業や文化

の振興、環境保全、情報化、福祉の推進など地域の

課題に対する取り組みや地域住民の健康づくりや

社会教育活動などの助成を行います。

〕aa『1
 

〔

北
槍
山
職
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
職
員
派
遣
日
に
職
員
が
取
扱

を
し
ま
す
が
、
職
員
の
派
遣
日
以

外
は
八
雲
一
出
張
所
で
手
続
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
平
成
同
年

4
月
分

・
4
月
お
日
(
水
)

午
後
1
時

1
午
後
5
時

・
4
月
初
日
(
木
)

午
前

9
時
i
ロ
時

。
連
絡
先

[北
柏
山
職
業
相
談
室
}

8
0
1
3
7
8
4
5
7
2
4
 

[ハロ
l
ワ
l
ク
函
館
}

8
0
1
3
8
1
2
6
0
7
3
5
 

[ハロ
l
ワ
l
ク
八
雲
】

8
0
1
3
7
6
2
2
5
0
9
 

。事業例/・地域の瞭題解決のための調査研究

-社会教育活動促進や文化、スポ ツ

育成のための活動

-地域復興のための新たなイベント開

催など

。対象となる臼体/管内でまちづくり活動や文化

振興・スポーツ文化の普及、社会教育に取り組んで

いる団体

。補助率/補助対象経費の 2分の 1以内

。補助額/ 10万円~300万円

。応募方法/所定の様式に事業計画を記入し、役

場又は楢山支庁地域政策課に4月初 日まで提出し

てください。

提出していただいた啓類は審査の上、予算の範

臨内で補助の可否を決定し、お知らせします.

・詳細についてのお問い合わせは

-役場企画振興課 8 2-0111 

・檎山支庁地域政策燥地域振興係

801395-2-1010 内線2184

道政に関するこ意見をお聞かせいただき、よ りよい北海道づくりの参考

にさせていただくために I道政モニターJを募集します。

1 応募資格

道内にお住まいの満20歳以上(平成13年4月 1日現在)の方で、道政

に対して関心を持ち、道の行政施策について制極的に意見をお寄せいた

だける方で委嘱期間中 モニターの仕事をつづけられる方(日本語の

読み書きが充分できる外国人を吉みます)。

ただし常勤の公萌民各地方公共団体の部会縫只過去4年間に道政モニ

タ 経験がある方を除きます。

2 モニターの仕事

( 1 1道政についてのご意見を、レポート形式による文書やアンケー卜銅
査により提出していただきます。

( 2) 支庁別会議等に出席して、直接意見を述べていただきますロ

3 委嘱期間

平成13年6月1日(干定)から平成15年3月31日まで

4 モニターの定数全道で500名

5 選出方法と結果の通知

モニタ の決定に当たっては、地域 性別、年代職業等のバランス

を考慮し、応募の動機等を参考に選出します。応募が多数の場合は抽

選で決定します。モニターに決定した方には、直接ご連絡します。

6 応募方法

はがきに氏名、性別、生年月目、住所、電話番号、職業(具体的に)

道政モニター経験の有無応募動機などを別記の記載例のように明記

して、楢山支庁に郵送していただきます。.干043-8558 江差町宇陣屋町336-3

楢山支庁総務課広報渉外係

7 募集期間

平成13年4月23日(月)まで必着
B 謝礼

委嘱時 ー当該年度末 ・委嘱期間満了時に記念品を贈呈します。

• • 
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/
ロ
社
会
福
祉
協
議
会

交通事故を未然に防ごう 1

(
傘
)

3
/
5

ラ
イ
オ
ン
ズ
ヲ
ラ
ブ

(
保
険
付
き
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
l
)

新
入
学
児
童
が

交
通
事
故
に
遭
わ

な
い
よ
う
に
と
、

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
、
社
会
福
祉
協

議
会
が
教
育
委
員

会
を
訪
れ
、
ラ
ン

ド
セ
ル
カ
バ
!
と

傘
を
そ
れ
ぞ
れ
贈

り
ま
し
た
。

贈
ら
れ
た
物
に

つ
い
て
は
、
後
日

学
校
を
通
じ
新
入

学
児
堂
に
渡
さ
れ

ま
す
。

社会福祉協議会だより 13・3・10

※光の盟学園、'I!t舟岡.社会福祉協議会への多額のご寄付、
ご厚意ありがとうございました。 (敬称略)

《札幌市》 大 倉 啓太郎

西 L守 寸必斗4 園 婦人団体連絡協議会

戸 回 夫 小百合保育園

《函館市》 安 藤 義 光

函館大谷女子短期 大学 矢 野 繁

《北槍山田T)) 上 樗 輝 子

中 井 栄 子 金 原 学 校

《今金町》 中 キf 恭 子

伊 東 健 菱 回 正 伸

カ ナ 1) ヤ dヨb文、 金原老人クラブ

J 11 キす 義 夫 す ず b ん

柴 谷 澄 子

〕民叫1
 

〔



(重点目標)

閉困習回
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
、

町
の
歴
史
や
自
然
・

文
化
を
大
切
に
し

家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会

の
き
ず
な
を
深
め

熱
意
を
も
っ
て
、
自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

社会教育

だより
第293号

檎
山
管
内
文
芸
作
品
展
か
ら

去
る

3
月
同
日
(
金

)
1
同
日

(
日
)
ま
で
の

3
日
間
、
と
し
べ
つ

保
健
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
槍
山
管

内
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
(
会
長

近
藤
弘
毅
)
主
催
に
よ
る
槍
山

管
内
文
芸
作
品
展
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。会

場
に
は
昔
な
が
ら
の
伝
統
を

引
き
継
い
だ
も
の
、
季
節
や
風
景

を
題
材
に
し
た
も
の
、
更
に
は
各

地
域
の
特
色
を
表
し
た
も
の
な
ど

袷
山
管
内
各
町
か
ら
集
め
ら
れ
た

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
を
訪
れ
た
見
学
者
が
「
す

ば
ら
し
い
作
品
ば
か
り
で
す
ね
。」

と
出
展
者
の
個
性
豊
か
な
作
品
を

鑑
賞
す
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

科
学
技
術
の
大
幅
な
進
歩
に
よ

っ
て
様
々
な
産
業
で
は
機
械
化
が

主
流
と
な
っ
て
お
り
、
手
作
り
の

作
品
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

機
械
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
物

は
、
形
や
色
合
い
が
ど
れ
も
似
た

も
の
が
で
き
あ
が
り
ま
す
が
、
手

作
り
に
よ
る
作
品
は
製
作
者
の
感

性
が
表
さ
れ
、
更
に
は
歴
史
的
、

伝
統
的
な
手
法
が
加
わ
り
個
性
的

な
作
品
が
で
き
あ
が
る
た
め
見
る

者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

文
芸
作
品
の
鑑
賞
機
会
が
減
少

し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が

「あ
っ
た
か
ら
ん
と
」

・
「
ひ
だ
ま

り
」
に
て
文
化
協
会
タ
ウ
ン
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
事
業
を
行

っ
て
お
り
ま

す
の
で
是
非
ご
覧
下
さ
い
。

， 

• • 

ヱJ
供
達
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
七
つ
の
要
素

子
供
達
が
自
主
的
で
主
体
的
に
⑥

「
健
康
性
」

ス
ポ
ー
ツ
は
健

活
動
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
康
を
保
つ
三
要
素
の

一
つ
で
、
新

て
、
七
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
用
い
陳
代
謝
を
促
し
、
丈
夫
な
身
体
を

て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
作
る
大
事
な
要
素
で
す
。
子
供
も

①

「遊
戯
性
」

こ
の
こ
と
は
ス
親
も
み
ん
な
元
気
な
身
体
を
望
ん

ポ

l
ツ
の
原
点
で
も
あ
り
、
心
と
で
い
ま
す
。

身
体
の
発
達
期
に
あ
る
少
年
期
の
⑦

「
文
化
性
」

こ
れ
は
ス
ポ

l

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
と
っ
て
「
遊
ツ
を
様
々
な
基
礎
運
動
が
組
み
合

び
」
に
楽
し
さ
は
欠
か
せ
な
い
も
わ
さ
っ
て
、
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
に

の

で

す

。

変

化

し

ま

す

。

自

分

達

で

新

し

い

②
「
闘
争
性
」
こ
れ
は
「
ス
ポ

l

ス
ポ
ー
ツ
を
創
り
出
す
喜
び
を
味

ツ
を
や
る
か
ら
に
は
勝
ち
た
い
」
わ
い
、
工
夫
す
る
楽
し
さ
に
つ
な

と
い
う
子
供
同
士
の
や
る
気
を
掻
が
り
ま
す
。

き
立
て
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
こ
れ
か
ら
の
子
供
達
の
ス
ポ

l

す

。

ツ

活

動

を

支

援

す

る

た

め

に

も

、

③

「
技
術
性
」

安
全
で
そ
の
子
こ
の
七
つ
の
要
素
を
大
切
に
し
て

に
合
わ
せ
た
ス
ポ
ー
ツ
ス
タ
イ
ル
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

を
み
つ
け
出
し
て
あ
げ
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

④

「自
然
性
」
山
が
あ
れ
ば
頂

上
を
極
め
て
み
た
い
。
大
き
な
木

が
あ
れ
ば
登
っ
て
み
た
い
な
ど
、

自
然
と
調
和
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

子
供
達
の
人
間
性
が
磨
か
れ
ま

す。⑤

「
社
交
性
」

ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
他
人
を
思
い
や
る
心
や
、
友

達
と
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め

る
喜
び
を
学
べ
ま
す
。

¥
問
い
合
わ
せ
は
、

/

二

|
三
四
八
八

人
間
は
ど
こ
か
ら
来

て
、
ど
こ
へ
ゆ
く
の

か
っ
こ
ん
な
こ
と
考
え

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
こ
の
問
題
を
突
き

詰
め
て
ゆ
く
と
、
生
命

は
い
つ
誕
生
し
た
の

か
っ
地
球
は
い
つ
今
の

よ
う
な
形
に
な
っ
た
の

か
9
宇
宙
は
ど
の
く
ら

い
広
い
の
か
っ
と
疑
問

は
雪
だ
る
ま
の
よ
う
に

ふ
く
ら
み
、
果
て
が
あ

り
ま
せ
ん
。
考
え
れ
ば

考
え
る
ほ
ど
人
間
が
い

か
に
ち
っ
ぽ
け
で
は
か

な
い
存
在
か
思
い
知
ら

さ
れ
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
国
史
跡
に
指
定
さ

れ
て
い
る
ピ
リ
カ
遺
跡

を
中
心
に
旧
石
器
時
代
の
こ
と
を

数
回
に
わ
た
り
、
み
な
さ
ん
と

一

緒
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
昨
年
日
月
は
じ
め

に
起
き
た
、
前
期
旧
石
探
遺
跡
ね

ピリカ遺跡への遠い道のり(1)

つ
造
の
発
覚
は
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な

出
来
事
で
し
た
。
こ
れ
は
、
宮
城

県
と
北
海
道
の

2
ヶ
所
の
前
期
旧

石
器
時
代
と
さ
れ
る
遺
跡
に
お
い

て
、
ひ
と
り
の
ア
マ
チ
ュ
ア
研
究

者
が
あ
ら
か
じ
め
埋
め
て
お
い
た

自
分
の
採
集
品
を
あ
た
か
も
そ
れ

が
土
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
か
の

よ
う
に
装
っ
て
い
た
と
い
う
も
の

で
す
。
一
見
稚
拙
な
こ
の
ト
リ
ッ

ク
に
周
り
の
誰
も
が
だ
ま
さ
れ
た

の
で
す
。
数
人
の
研
究
者
が
石
器

そ
の
も
の
の
認
定
に
異
議
を
唱
え

て
い
た
も
の
の
、
毎
年
の
よ
う
に

更
新
さ
れ
る
石
器
の
古
さ
と
過
熱

す
る
報
道
の
中
で
か
き
消
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
事
件
に
よ
り
、
日
本
に
お

い
て
い
つ
か
ら
人
類
が
い
た
の

• • 

の
び
の
び
子
育
て
応
援
し
ま
す

『
子
育
て
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

1
テ
レ
フ
ォ
ン
子
育
て
相
談
室
』

雪
解
け
が
進
み
、
少
し
ず
つ
景
対
応
で
き
辛
く
な

っ
て
い
る
の
で

色
の
彩
り
も
鮮
や
か
さ
を
ま
し
て
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

き
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
活
動
も
教
育
委
員
会
で
は
、
そ
の
よ
う

活
発
に
な
り
、
声
が
響
き
わ
た
る
な
子
供
た
ち
に
関
す
る
悩
み
や
子

頃
と
な
り
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
育
て
に
つ
い
て
の
相
談
、
疑
問
に

様
々
な
経
験
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
お
答
え
す
る
た
め
に
、
子
育
て
に

糧
に
し
て
成
長
を
続
け
て
い
き
ま
関
す
る
情
報
や
各
種
行
事
案
内
な

す
。
子
供
た
ち
が
成
長
す
る
過
程
ど
の
情
報
提
供
も
含
め
て
、
無
料

で
は
、
た
く
さ
ん
の
困
難
に
ぶ
つ
の
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

か
り
、
悩
み
、
そ
れ
を
解
決
し
て
、
も
ち
ろ
ん
専
門
の
相
談
員
が
、

更
に
ひ
と
回
り
ず
っ
大
き
く
な
っ
各
種
の
相
談
や
情
報
提
供
に
応
じ

て
い
き
ま
す
。
そ
の

こ
と
を
繰
り
ま
す
の
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守

返
し
な
が
ら
、

一
歩

一
歩
着
実
に
ら
れ
ま
す
し
、
匿
名
で
も
相
談
す

大
人
へ
の
階
段
を
界
っ
て
い
き
ま
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
指

す

。

導

員

が

不

在

の

時

や

夜

間

は

留

守

子
供
た
ち
の
成
長
を
見
守
る
大
番
電
話
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

人
た
ち
も
ま
た
、

子
供
た
ち
を
よ
で
、
時
間
帯
を
問
わ
ず
利
用
で
き

り
良
く
導
こ
う
と
心
を
尽
く
し
て
ま
す
。

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ど
ん
子
供
に
関
す
る
悩
み
事
は
も
ち

な
に
メ
デ
ィ
ア
が
発
達
し
、
様
々
ろ
ん
、
ち
ょ
っ
と
し
た
子
育
て
の

な
情
報
が
あ
ふ
れ
で

い

よ

う

と

疑

問
に
つ
い
て
も
、
思
い
悩
ま
ず

も
、
思
い
悩
む
こ
と
も
少
な
く
あ
に
ま
ず
は
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
し
て
み

り
ま
せ
ん
。
深
刻
な
悩
み
に
な
れ
ま
せ
ん
か
。

ば
な
る
ほ
ど
、
抱
え
込
ん
で
し
ま
「
テ
レ
フ
ォ
ン
子
育
て
相
談
室
」

い
が
ち
で
す
。
特
に
、
家
庭
の
子

8
2
3
5
5
0

育
て
に
お
い
て
は
、
核
家
族
化
や

地
域
と
の
係
わ
り
方
の
変
化
な
ど

に
よ

っ
て
、
子
供
た
ち
の
変
化
に

熱
紙
E
尽 昨年のピリ力遺跡発掘調査風景

か
、
ま
た
北
海
道
に
人
類
は
い
つ

渡
っ
て
き
た
の
か
を
根
本
的
に
考

え
直
さ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
の
み
に
留
ま
ら

ず
、
こ
の
事
件
は
考
古
学
自
体
の

学
問
の
信
頼
性
に
も
暗
い
影
を
落

し
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
目
的
は
、

2

年
後
に
史
跡
広
場
と
し
て
公
開
さ

れ
る
ピ
リ
カ
泣
跡
の
歴
史
的
意
義

を
町
民
の
み
な
さ
ま
に
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
わ
か
っ
て

き
た
事
実
を
少
し
ず
つ
で
も
積
み

上
げ
て
ゆ
き
、
ピ
リ
カ
遺
跡
か
ら

発
信
す
る
情
報
の
基
礎
資
料
と
す

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
失
い
か
け

た
考
古
学
へ
の
信
頼
は
、
や
は
り

地
道
な
事
実
の
積
み
上
げ
か
ら
し

か
取
り
戻
せ
ま
せ
ん
。

次
回
か
ら
は
、
世
界
に
白
を
向

け
、
ア
フ
リ
カ
で
誕
生
し
た
人
類

が
ど
の
よ
う
に
進
化
し
、
い
か
に

世
界
へ
拡
散
し
て
い
っ
た
か
、
そ

し
て
、
長
い
時
間
を
か
け
て
、
ど

の
よ
う
な
ひ
と
た
ち
が
ピ
リ
カ
遺

跡
に
た
ど
り
着
い
た
の
か
を
見
て

い
き
ま
す
。

-PO 1
 

〔

3
月
号
「
ふ
る
さ
と
モ
ノ
語
り
」
の

欄
で
「
フ
ク
ロ
ウ
」
と
あ
る
の
は
「
フ

ク
ロ
ク
」
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し

お
錠
び
致
し
ま
す
。

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

-
4
同】

9
日
間
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
実
技

講
習
会

内

∞

総

合

体
育
館

ω日
制
社
会
体
育
施
設
利
用
団

体
代
表
者
会
議

問

∞

総
合
体
育
館

ロ
日
開
こ
ど
も
会
連
合
会
総
会

川山・

ω
学
習
セ
ン
タ
ー

は

日

嗣

第

l
固
体
育
指
導
委
員

会

同

日

ω
総
合
体
育

内ロ口
余
曾
品

川M
日
幽
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
総
会

川

川

∞

総

合
体
育
館

日
日
開
文
化
協
会
三
役
会
議

同

∞
学
習
セ
ン
タ
ー

ω日
山
川
背
年
団
体
連
絡
協
議
会

総
会

問

∞

学
習
セ

ン
タ
ー

お
日
附
青
年
会
議
総
会

同問。

ω
学
習
セ
ン
タ
ー

お
日
制

町

民

学

級
開
設
打
合
わ

せ
会
議

ω
ω
学
習

セ
ン
タ
ー

初
日

側

文

化
協
会
総
会

的

∞
学
習
セ
ン
タ
ー

〕ヲt1
 

〔



〕。。1
 

〔

査J

悩
み
ご
と
・
品
田
ご
と
は

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に

相
談
を
1

不
動
産
取
得
税
を
ご
存
じ
で
す
か
?

弔慰金・見舞金が支給されます

昭和12年 7月7日以後の公務傷病により

①昭和 16年 12月8日以降死亡された方の遺族

②重度の障害の状態にある方

③重度の障害の状態にあった方の遺族

上記の①文は③に該当する方は弔慰金260万円

上記の②に該当する方は見舞金等400万円

請求期間 平成13年 4月 l日から平成16年 3月31日

請求窓口 役場町民課町民係

お問い合わせは先

役場町民課町民係 82-0111 
総務省大臣官房管理室弔慰金等支給業務室

803-3539-7830・7831

不
動
産
取
得
税
は
、
土
地
や
家
屋
を
取
得
し
疋

と
き
巴
一
度
だ
け
課
税
さ
れ
る
道
税
で
す
。

《
納
め
る
人
は
》

O
土
地
や
家
屋
を
売
買
・
贈
与
・
交
換
な
ど
巴
ょ
っ

て
取
得
し
だ
人
。

O
家
屋
を
新
築

・
増
改
築
巴
よ
り
取
得
し
だ
人
。

《
納
め
る
額
は
》

取
得
し
だ
不
動
産
の
価
格
の

4
%
の
額
で
す
。

芝
だ
し
、
住
宅
は

3
%
の
額
で
す
。

《
不
動
産
の
価
格
と
は
》

O
家
屋
を
建
築
(
新
築
・
増
改
築
)
し
て
取
得
し
芝

場
合
は
、
実
際
の
建
築
費
で
は
な
く
、
固
定
資
産

評
価
基
準
巴
よ
り
評
価
し
芝
価
格
を
い
い
ま
す
。

O
土
地
や
家
屋
を
売
買
な
ど
に
よ
り
取
得
し
だ
場

〈
一
口
は
、
実
際
の
購
入
価
格
で
は
芯
<
、
原
則
と
し

て
市
町
村
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
巴
登
録
さ
れ

て
い
る
価
格
を
い
い
ま
す
。

《
主
な
軽
減
措
置
は
》

O
住
宅
や
住
宅
用
土
地
怠
ど
を
取
得
し
足
場
合
で

一
定
の
要
件
巴
該
当
す
る
と
き
。

O
公
共
事
業
の
だ
め
巳
土
地
や
家
屋
を
譲
渡
し
、

代
わ
り
と
怠
る
一
定
の
要
件
仁
該
当
す
る
不
動

産
を
取
得
し
だ
と
き
。

安
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
<
定
さ

北
海
道
稽
山
支
庁
総
務
部
税
務
課
課
税
係

8
0
1
3
9
5
1
2
1
1
0
1
0
 

特 別 永 住 者 と し て 永 住 し て い る方などで

元軍人軍属等のみなさまへ

-
便
利
な
介
護
用
品
が
ほ
し
い

・
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
・
施

設
に
入
所
し
た
い
。

総
合
福
祉
施
設
「
と
し
べ
つ
」

内
に
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が

あ
り
ま
す
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
と
は

ど
ん
な
機
関
な
の
か
紹
介
し
ま
す
。

こ
ん
な
お
手
伝
い
を
し
ま
す

-
介
護
保
険
の
説
明
・
申
請
の
代

行
・
介
護
保
険
の
対
象
の
方
、
対
象

外
の
方
が
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
る
よ
う
に
関
係
機

関
と
の
調
整

-
住
宅
改
修
、
介
護
用
品
購
入
の

相
談
ア
ド
バ
イ
ス

・
施
設
の
紹
介
や
施
設
へ
の
橋
渡

ー

ν

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

と
は
っ

支給内容

対象者

お
年
寄
り
ゃ
障
害
の
お
持
ち
の

方
の
介
護
に
つ
い
て
の
相
談
や
ア

ド
バ
イ
ス
、
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
相
談
や
ご
提
案
、
介
護
用
品
・

機
器
の
展
示
お
よ
び
紹
介
を
し
て

い
ま
す
。

平成12年12月31日付けをもって市原和子

さん、谷崎正さんの 2名の民生委員が辞職

されたことに伴い、平成13年 2月23日 に 行

われた民生委員推薦会で、市原さんの後任

と し て 平 井 登 志 子 さ ん 、 谷 崎 さ ん の 後 任 と

し て 宮 崎 久 代 さ ん が そ れ ぞ れ 民 生 委 員 と な

りました。

後任委員

平 井 登 志 子

宮崎久代

こ
ん
な
と
き
巴
ご
相
談
を

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
よ
り
身
近
な
相
談
役
と
し
て
、

各
地
区
の
民
生
委
員
に
相
談
協
力

昌
一
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
遠
慮

せ
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
ま
ず

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
気

軽
に
お
電
話
下
さ
い
。

担当地区

大和町、商工団地

田代、 上 田代、南回代

豊受、南豊受、八鈴

-
自
宅
で
の
介
護
が
大
変

・
家
を
留
守
に
し
た
い
が
、
お
年

寄
り
を
ひ
と
り
に
で
き
な
い

・
自
宅
で
の
掃
除
、
買
い
物
、
食

事
支
度
が
大
変

・
介
護
保
険
の
内
容
が
わ
か
ら
な

し

内
線
2
3
2
7
・
2
3
2
8

• 

• 

• 

• 
な
っ
て
現
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
習

慣
ば
か
り
が
原
因
で
は
な
く
、
個

人
の
体
質
な
ど
も
関
係
し
ま
す
。

親
・
兄
弟
に
そ
の
よ
う
な
疾
患

の
方
が
い
る
場
合
は
、
や
は
り
普

段
か
ら
の
食
生
活
や
習
慣
に
配
慮

が
必
要
で
し
ょ
う
。
し
か
し
「
あ

ま

り

身

体

に

は

よ

く

な

い

か

な
っ
」
と
自
覚
し
て
い
た
り
、
他

の
人
か
ら
「
よ
く
な
い
よ
」
と
指
摘

さ
れ
て
も
、
な
か
な
か
長
い
間
に

出
来
あ
が
っ
た
食
生
活
や
習
慣
は

改
善
で
き
な
い
の
が
現
実
で
す
。

ま
た
、
改
善
の
努
力
し
て
い
て

も
途
中
で
商
倒
く
さ
く
な
っ
て
続

か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
ま
さ
か
、
自
分
が
そ
ん
な
病

気
に
な
る
は
ず
か
な
い
」
と
現
状

を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
方
も
た
く

さ
ん
い
る
で
し
ょ
う
。
人
そ
れ
ぞ

れ
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
異
な
り
ま

す
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

「何
か
ら

ど
の
よ
う
に
」
改
善
し
て
い
く
か

個
別
性
が
あ
る
も
の
で
す
。
で

も
、
自
分
で
客
観
的
に
見
直
す
こ

と
は
案
外
難
し
い
こ
と
な
の
で
す
。

「
健
康
づ
く
り
係
」
で
は
保
健

婦
・
栄
養
士
が
個
別
に
皆
さ
ん
の

ご
相
談
に
乗
る
こ
と
も
で
き
ま
す

の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

要予約 2 -2 7 8 0 
持ち物診察料金・保険
証老人医療受給者証

(70歳以上の方)

*母子健康手帳 ・予診lilt

*予診票は各病医院にも

用意してあります。

胤圧測定尿検査※他!Ii
手帳をご持参下さい。

*無医地区巡回診療(耳鼻科・眼科)

・畳診に際しては「予約申込」が必要です。必ず他h¥!づくり係までご連結下さいq

.畳診申し込み予約 健康保険証 老人医時受給者証 (70才以上の方)をお忘れになりますと 八雲総合病院の事務がスムーズに運ばなくなりま

すので、ご協力をお願い申しあげますー

.無医地区巡回診療は踊院の治時世と同じです。

く予約申し込み 問い合わせ先〉

総合隔祉施設としベつ保随福祉限健康づくり係

|電話、来所、家庭訪問、ご希望に応じてお手伝いします。 健康づくり係 82 -278I 

昨
年
7
月
に
行
い
ま
し
た
住
民

検
診
の
受
診
人
数
は

9
4
1
名

で
、
こ
の
う
ち

「要
精
密
検
査
」
の

方
は

4
8
3
名
、
「
要
指
導
」
の
方

は

1
2
2
名
で
し
た
。
「
要
精
密

検
査
」
の
理
由
と
し
て
は
「
尿
潜

血
」
が

一
番
多
く
次
に
高
血
圧
、

そ
し
て
糖
尿
病
と
高
脂
血
症
が
ほ

ぼ
同
じ
く
ら
い
の
人
数
で
し
た
。

受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
は
い
か
が

で
し
た
で
し
ょ
う
か
つ
今
金
町
で

は
毎
年
住
民
検
診
を
行
っ
て
い
ま

す
が
最
-
珂
高
脂
血
症
や
血
糖
値

異
常
の
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

高
血
圧
・
高
脂
血
症
・
糖
尿
病

も
血
管
に
影
響
を
及
ぼ
す
、
い
わ

ゆ
る
「
動
脈
硬
化
」
を
促
進
す
る

疾
患
で
す
の
で
「
脳
梗
塞
」
が
増
え

て
い
る
現
状
が
理
解
で
き
ま
す
。

9: 30-11: 301総合福祉施設内保陸センタ←

4月17日伏1114 : 20-14 : 50 1総合福祉施設内保陸センター

総合福祉施設内保酷センター

5月9日(水1114 : 20-14 : 50 1総合福祉施設内保健センター

月一みんなの健康

4月10日(月1110: 00-

132-2780 

l! 12. 12月生れの干

全住民

4 

今
金
町
の
死
因
別
死
亡
数
は

ー
位
H
ガ
ン

2
位

H
脳
血
管

疾
患

3
位
H
心
疾
患
で
、
脳
血

管
疾
患
は
着
々
と
増
え
て
い
ま

す。
高
血
圧
・

寸
前
脂
血
症

・
糖
尿
病

は
生
活
習
慣
病
と
も
言
わ
れ
、
長

い
間
の
生
活
の
ひ
ず
み
が
疾
患
と

I'~ 
a 

ポリオ予防接種

一般健康相談

〕Qd
 

1
 

〔



~~畿のアイドル運転免許証
更新時講習のご案内

まゆ

真由子ちゃん

(平成9年 B月20日生まれ)

車町和田忍さん充子さんの長女
【親から】
着物が好きで、特別な事がなくても着

せてほしいと頼んできます。いつも手が
バ届く所に「父親」が居れば、 しあわせ
な娘です。お友だちをたくさんつく って
くれて、このままおだやかな子(!ワ)に育
ってほしいと願います。

‘和田-優良識習(30分講習)

4月19日、 5月10日(午後 1時)

北槍山田]農村環境改善センター

・4月12日、 5月17日(午後 1時)

今金町民センター

・一般講習(2時間)

5月10日(午後 2時)

北槍山町農村環境改善センター， 

裟 梨 ちゃん今金町の交通事故発生状況

(平成10年 7月28日生まれ)

緑町古川英さん、三代子さんの2宜
【親から】
とっても元気でおLゃべりな女の子で

す回最近では 3つ上のお姉ちゃんと何か
と張り台って、伺でも真似っこしたがり
ます。元気なのはとてもいいんだけど、立
の子なのでもう少しおしとやかになって
くれたらなあと思っています。

砂古川

2月末計

8件

。名

9名

2月発生

6件

。名

6名

発生件数

死者数

傷者数

※55運動(スピードダウン シートベルト活用)

で交通事故を未然に防ごう !

交通事故死ゼロ日数

080080令

哲)曙町

志)大和町

紀)寒昇

樹)栄町

平)寒昇

成)大和 町

陽子さん(寒昇)

71歳けて利町 )

70歳 (金原中央)

99歳(豊寿園)

3月19日受付分まで

住民の動態
2月末現在

前月対比

人 口 7，079人 4)

男 3，415人 8)

女 3，664人(ム 4)
世帯数 2，719世帯(ム 1 ) 

図おたんじようおめでとう
あつや

村上 篤矢ちゃん 2月8日(保護者

藤倉 涼雅ちゃん 2月13日(保護者
こなん

中 嶋 航 南ち。ん 2月16日(保護者
りん

平井 i葉ちゃん 2月18日(保護者
けんぜい

高倉 健誠ちゃん 2月21日(保護者
もえか

前回 萌花ちゃん 2月27日(保護者

固いつまでもおしあわせに

ズ。 鵜野 和窓さん(北槍山町)=三角

~おくやみもうしあげます

石 山春男さん 2月24目

黒 川 櫨 治さん 3月10日
矢 野 シ ヱさん 3月13日

147日

里

洋

孝

匠

淳

。20080<%。休日当番医
4月8日 瀬棚町国保医科診療所(瀬 棚)

15日今金町国保病院(今金)

22日 道南ロイヤル病院(北槍山)

29日岩間医院(今金)

30日 北総山町国保病院(北槍山)

(5月分については予定です)

5月3日今金町国保病院(今金) 82 -0221 

4日 道南ロイヤル病院(北槍山) 84 -5011 

5日楢崎医院(瀬榔) 87 -3021 

6日今金町国保病院(今金) 82 -0221 

13日 道南ロイヤル病院(北槍山) 84 -5011 
※当番医が急きょ変更となる場合がありますので ご了承下さい.

乱」司 ※診療時間

t ~:::: ::::1 午前10時から正午まで

午後1時から 3時まで

87-2470 

82 -0221 

84 -5011 

82 -0057 

84 -5321 
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外科涯師が替わりました

日間②
0
1
1
1
番

外科医師として 1年間勤務してきました佐々木賢

今金郵便局のホームページがオープン!
3月21目、今金町電子郵便局がオープンしました。

今金郵便局の紹介をはじめ、ふるさと小包やデ・モー

レンをモチーフにした郵便切手の販売紹介もしてい

ます。ぜひご覧ください。今金町のホームページから

もリンクしています。

アドレスはこちら

http://www.hokkaido.yusei.go.jp/DPO/imakarie/ 

4月から市立室iJii総合病院へ勤務先が替

病院から着任しました佐藤文

4月2日からは、市立芦別

よろしくお願い

彦先生が勤務することになり

わることとなりました。

ましたので、

いたします。

一先生が、
編
集
/
総
務
課
情
報
サ
ー
ビ
ス
係

(20) 
http・//www.hakodate.or.jplimakane/

(今金町国保病院)

今金町ホームページ


